
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和5年度 滋賀県がん診療連携協議会 第1回企画運営委員会 

開 催 期 間 令和5年8月14日（月）～8月18日（金） 

開 催 方 法 電子メールによる意見交換 

委 員 

お よ び 

部 会 長 

【委員】 

滋賀県立総合病院            足立 壯一   (委員長) 

滋賀県立総合病院            望月 敬之 

滋賀医科大学医学部附属病院 醍醐 弥太郎 

滋賀医科大学医学部附属病院 前川 久美子 

大津赤十字病院              辻 將公 

大津赤十字病院              仲川 直行 

公立甲賀病院                金 哲將 

公立甲賀病院                中嶋 康人 

彦根市立病院                川部 篤 

彦根市立病院                島袋 英孝 

市立長浜病院                田久保 康隆 

市立長浜病院                細川 顕 

高島市民病院                中島 研郎 

高島市民病院                渡邊 温士 

滋賀県健康医療福祉部        北川 肇 

【部会長】 

滋賀県立総合病院            山内 智香子 (相談支援部会長) 

大津赤十字病院              辻 將公   (地域連携部会長) 

滋賀県立総合病院            山本 秀和  (がん登録推進部会長) 

滋賀医科大学医学部附属病院 谷 眞至   (診療支援部会長) 

滋賀医科大学医学部附属病院 今井 晋二  (研修推進部会長) 

滋賀県立総合病院            花木 宏治   (緩和ケア推進部会長) 

（敬称略） 

議 事 概 要 【審議事項】 

1. 令和5年度の取組について 

 協議会・企画運営委員会および各部会より今年度の取り組みについて、下記のとおり

報告があり、承認された。 

（協議会・企画運営委員会） 

  ・アクションプランの目標は、「滋賀県のがん医療の質の向上と均てん化、がん診療連携

の推進」。実施計画としては協議会・企画運営委員会を２回ずつ開催、ＲＦＬＪ参加、

がん医療フォーラム開催(会場のみ)。ＰＤＣＡサイクルの確保を行う予定。 

・ＰＤＣＡチェックリストは、数字として評価できる指標として「がん診療で生じた医

療安全に係る事例を医療安全委員会等で検討した回数」。 

 （相談支援部会） 

  ・アクションプランの目標は「がん相談支援の充実」。滋賀の療養情報はＷＧにて最新情

報に更新。部会、ワーキンググループをそれぞれ2回程度開催し、がん相談員研修会を

年度末に開催予定。 

・ＰＤＣＡチェックリストは、昨年度から継続しPlan（計画）を「がん相談窓口取組み

実施状況の充実」、Do（実行）を「各体制の確保、各支援の実施」に設定。 

 （地域連携部会） 

  ・アクションプランの目標は「がん診療地域連携ネットワークの拡充」。滋賀県がん地域

連携パスの登録件数は、2023年3月末現在3,047件。2022年4月～2023年3月の登録件数は、



 

「185件」登録、2022年度登録件数より18件減少。部会等会議については、現地とWeb

のハイブリッドで開催。地域連携部会のWGについては、５大がんパスは昨年度「胃がん

パス」「大腸がんパス」を改訂し、今年度は「乳がん」の改訂を行う予定。前立腺パス

と緩和ケアパスについても、今後改訂に向けた検討をしている。 

・ＰＤＣＡチェックリストの評価指標は、「滋賀県がん地域連携パスの件数」。 

 （がん登録推進部会） 

  ・アクションプランの目標は「がん登録実務のスキルアップおよびがん登録の標準化と精

度向上の推進」で、アクションプランは６年計画のため前年度同様の計画。会は２回開

催を計画しており、第１回目はメール意見交換、２回目はZoomでの開催予定。実務者研

修会は２回開催で計画している。現在は集合研修を計画しているが、感染状況で中止に

なる可能性あり。２０２２年全国集計データ提出について、例年どおり今年も拠点、支

援病院で行っていく。 

・ＰＤＣＡサイクルについて、前年度と同様「がん登録情報の利活用」。プランはがん登

録情報の活用事例 

 （診療支援部会） 

  ・アクションプランは「がん診療の支援と高度医療の推進」としている。実施計画として

第１回は６月２７日にZoom形式で開催しており、第２回以降については、Zoom形式また

はメールでの意見交換を予定。拠点病院、支援病院等の広報誌等に掲載しているがん情

報に関するトピックスの一覧「がん診療に関するトピックス」と、各病院で行われてい

る高度ながん治療を「治療法一覧」として、臓器別・医療機関別に「がん情報しが」に

掲載していく。尚、治療法は多岐にわたり、基本的に保険診療としていることから、特

殊な治療法等は掲載されていない場合もある。併せて、がんゲノム医療や妊孕性温存の

情報共有を行う。 

・ＰＤＣＡサイクルについて、引き続きがん情報サイトの閲覧回数を数値指標とし、今

年度もサイトの充実を図ることを計画している。 

 （緩和ケア推進部会） 

  ・アクションプランは従来通り「緩和ケア推進部会」「緩和ケア研修会」「緩和ケアチーム

研修会」「ELNEC-J研修会」「世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座」の５つの部

会事業を柱として活動を進めていく。緩和ケア推進部会については、年３回を予定し、

ウェブ会議にて１回開催済み。今後は11月、３月に開催予定。緩和ケア研修会について

は、県内９施設にて開催予定。現在、３施設にて開催済み。次回は９月に市立大津市民

病院にて開催予定であり、現在受講者募集中。緩和ケアチーム研修会については、施設

都合により開催施設が当初予定から変更となっており、県立総合病院での開催に向けて

調整中。令和６年３月に開催となる見込み。ELNEC-J研修会については、10・11月に２

日間にて開催予定。県内７施設に集合しグループワークを実施、講義は全施設をZoom

で繋ぎWEB会議方式にて実施予定。世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座につい

ては、市立長浜病院が企画を行い、湖北文化ホール（長浜市）にて11月開催予定。チラ

シを現在作成中であるが、作成出来次第、各施設へも配布させていただき、周知をお願

いしたい。 

・ＰＤＣＡサイクルについて、PDCAサイクルに関しては、Plan（計画）を「緩和ケア研

修会の受講率」とし、Do（実行）を「滋賀県緩和ケア研修会の実施」とし、すべての

地域で緩和ケア医療が提供できるように進めていきたいと考えている。 

（研修推進部会） 

  ・アクションプランは、目標を「各種研修に関する調整と計画の作成」としている。実施

計画として、今年度はZoom形式とし、第１回は７月２4日に開催しており、第２回は２

月に予定している。がん看護研修の実施、がんに関わる医療人の育成に係る研修の検討、

がん情報しがに掲載しているがん関係の講演会・研修会等の最新情報を項目ごとに一覧

化し、結果の集計を行うことを目標としている。昨年度までは、Web配信での講演会等

が主であったが、現地開催やハイブリッド形式での開催が少しずつ増えてきている。参

加者数のカウント方法の基準として、現地への参加人数に加え動画視聴回数の報告も満



 

足度の指標としていく。 

2. 第15回滋賀県がん医療フォーラムについて 

・第15回滋賀県がん医療フォーラムについては、2024年2月10日(土) 会場開催を予定し

ており、場所は栗東芸術文化会館SAKIRA（さきら）の大ホールで定員は約800名で検討

しています。自主的に感染症対策がおこなわれると思われるので半数程度と見込んで

いる。 

・テーマは『標準治療とは』を予定している。各講演者、開会閉会のあいさつ、導入講

演、座長(司会進行含む)等について会員の皆様のご協力をお願いしたい。閉会あいさ

つきましては、今年度は協議会副会長の大津赤十字病院 小川 修 病院長にお願い

をしている。前年度と同様に第1回滋賀県がん診療連携協議会で最終(案)を提出。 

【報告事項】 

3. リレー・フォー・ライフ・ジャパン2023 滋賀医科大学について 

・コロナで中止となっていたリレー・フォー・ライフ・ジャパン滋賀医科大学が10/14(土)、

 15(日)に5年ぶりに対面開催となりましたので、前回同様に、リレーウォークおよび相

 談ブースを出展、各病院に勤務するがん相談員等でメンバーを調整させていただく。

 出展概要として、滋賀県各地のがん診療連携拠点病院等でがん相談を行うスタッフが、

 チラシやパンフレット等を活用して、がんに関する情報を発信するとともに、滋賀県

 がん診療連携協議会の活動をＰＲするとのこと。 

4. 令和５年度滋賀県がん診療連携協議会の体制について 

・昨年度からの変更はなく、現行通りで運用し、必要に応じて変更する。 

・前回の会議で、提案のあった「企画運営委員会」の位置づけについて、他県の状況を

調査した結果を報告。兵庫と大阪に同様の会があるが、京都府、奈良県和歌山県には

無い。 

・滋賀医科大学医学部附属病院 醍醐委員・前川委員より、企画運営委員会設置の意義を

問うための調査や検討であったと思われるが、現状は、要綱第2条の3つの事項のうち、

滋賀県におけるがん診療の連携協力体制、協議会の付議事項に係る調整等に関する提

案や十分な議論が難しく、委員会に期待されていたがん診療連携協議会における企画

発信が脆弱になっているかと思われると意見があった。 

・なお、資料4の「【資料4-1】の要綱に明記していますので、滋賀県では企画運営会議は

廃止せずメールもしくはＷｅｂで開催をおこなうこととします。」の記載について修正

提案があり、上述の通り以下の回答とともに訂正された。「要綱第2条に明記をしてお

り、3つの事項について協議又は調整を行うことから、滋賀県では企画運営会議は廃止

をしないこととする。」 

・また、滋賀医科大学医学部附属病院 谷眞至 診療支援部会長より、企画運営委員会が

協議会の横にぶら下がる形となった経緯について質問があった。がん診療連携協議会

事務局より、平成２１年(２００９年)の準備会議で滋賀のがん診療について付議する

企画運営会議、それを報告するがん診療連携協議会という位置づけになったと考えら

れると回答があった。 

5. 県からの報告事項等 

・県のがん対策推進計画について（スケジュール、骨子案）、令和５年度 新規・拡充事

業について資料添付。 

6. 国や都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会の動きについて 

・第16回都道府県がん診療連携協議会が7月7日にWeb会議で開催され、下記事項について

  報告があった。 

1.（１）がん登録部会からの報告 

1.（２）情報提供・相談支援部会からの報告 

1.（３） 緩和ケア部会からの報告 

2. 第４期がん対策推進基本計画等について（第４期基本計画、拠点病院の役割等） 

3. 小児がん医療提供体制、がんゲノム医療提供体制との連携 

4. がん診療連携拠点病院等におけるがん診療の実態把握に係る評価指標の確立に



 

向けた取り組み（厚労科研 藤班・中間報告）事務連絡 

5. 第4期基本計画におけるロジックモデルの活用（厚労科研・指定班） 

当日資料につきましては、がん情報サービスの詳細については国立がん研究センター

のホームページに掲載されている旨を連絡。 

そ の 他 【次回開催予定】 

   令和6年2月中旬予定 

  

以上のとおり報告します。                          令和5年8月28日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 様 

 

企画運営委員会 委員長 足立 壯一 


